
店
　
舗

家

仕切弁

仕切弁

仕切弁

汚水

車
庫

小
屋

物
干
場

家

電柱

Co
As

アンテナ
徳島県大坂谷水位局

看板

看板

街灯
信号

仕切弁

標識

信号鋼管φ200

天9.48敷9.03

天9.61敷9.01

カーブミラー
標識

天9.32

敷8.93

敷8.84

天9.39

敷8.58天9.10

敷8.48天8.98

敷8.67天9.16

敷7.75天8.19

敷7.74天8.20

天8.19敷7.74

標識

エンビ管φ120

敷8.83

エンビ管φ75
敷8.34

Co

電柱

ヒューム管φ400

敷8.72

6.50

6.38

7.14

5.47

5.61 6.73

9.47

9.62

Co9.52

9.60

9.76

9.78

9.849.889.9710.03
9.929.81

9.72
9.96

10.18
10.19

10.15 (6.27)

(6.56) 10.09

10.04

6.18

10.07
10.05

(4.99)

4.68

5.94

6.29

6.18

6.17

8.21

9.62

9.04

8.97

9.41

9.50

9.67

10.04

8.83

8.65

10.05

9.98

8.97

水抜き

水抜き水抜き

水抜き 水抜き
水抜き

水抜き
水抜き

8.43

8.42

T-3

9.09

9.23

9.31

9.20

9.28

9.270

9.22

四国のみち
石柱

9.22

9.22

(8.85)

汚水

T:露口7L1
E:イタノ49

T:ミナミ(三)13S1

E:オオテラハマ7W11

M

M
信号

根固めブロック
根固めブロック

As As

小

Fix

H.W.L. 8.412

10 20 30 40

N 値層

厚

TP-10.000

-5.000

0.000

5.000

10.000

15.000

N

主要地方道 徳島引田線

根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク

Mov Fix Mov
深

度

36

29

44

26

42

9

14

10

6

19

8

15

シ
ル
ト
及
細
砂

粘

土

A

B

砂

礫

A :シルト質細砂

B :有機質土

4.0

2.0

3.0

1.7

9.0

5

10

15

20

N=14

N=6

N=12

N=9

N=35

A1橋台 A2橋
台

P1橋
脚

根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク

補修一般図
側 面 図 S=1:150

平 面 図 S=1:150

A1橋台 A2橋
台

P1橋
脚

既　設　橋　梁　設　計　諸　元

路線名

構造形式

設計自動車荷重

橋　長

桁　長

支間長

縦断勾配

横断勾配

斜　角

設計年度

適用示方書

主要地方道 徳島引田線

1等橋

31.060m

7.500m

2.0% 凸型勾配

θ=65°00′00″

構造名称

下部工名称

支承条件

下部構造形式

基礎構造形式

橋台

左岸側(A1)

FIX

逆T式橋台

鋼管杭

橋台

右岸側(A2)

MOV

逆T式橋台

鋼管杭

プレテンション方式2径間単純ホロー桁橋

2@15.500m

2@15.000m

舗　装 アスファルト舗装

昭和47年(1972年)

道路橋示方書・同解説(昭和47年3月)

i=1.715%,1.600% 凸型勾配

鋼管杭

張出式橋脚

中央(P1)

橋脚

MOV FIX

有効幅員

自歩道橋

31.060m

2.000m

1.5% 凸型勾配

θ=65°00′00″

プレテンション方式2径間単純ダブルT桁橋

2@15.500m

2@15.000m

アスファルト舗装

不明 (昭和55年(1980年)竣工)

i=0.644% 片勾配

不明

自歩道橋

31.500m

2.000m

2.0% 片勾配

θ=65°00′00″

プレテンション方式2径間単純T桁橋

2@15.720m

2@15.120m

アスファルト舗装

不明 (平成2年(1990年)9月竣工)

道路橋示方書・同解説(昭和53年3月)

Level.

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

R2徳土　徳島引田線　板・大寺　橋面舗装工事

徳島引田線

板野郡板野町大寺 (大坂谷橋他)

補修一般図

S=1:150

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

1 / 10

<車道橋>

<車道橋>

橋台ひびわれ補修工

塗替塗装工(RC-3) A=71.3m
2

N=3箇所

N=2箇所

橋面防水工(シート系) A=214.59m
2

アスファルト舗装工 (t=5cm) A=214.59m
2

N=8箇所

アスファルト舗装工 (t=5cm) A=214.59m
2

橋面防水工(シート系) A=214.59m
2

塗替塗装工(RC-3) A=71.3m
2

N=8箇所

(地覆部)　N=2箇所

(地覆部)　N=2箇所 (地覆部)　N=2箇所

(地覆部)　N=2箇所
(地覆部)　N=2箇所

(地覆部)　N=2箇所

(注記)

1.地形図は、落橋防止システム設計業務時のデータをそのまま使用している。

2.H.W.L.は、落橋防止設計業務時の値で、自歩道橋のH.W.L.を基に設定している。

(停止線)

KT-6

KT-3

KT-2

KT-1

KT-4

土

層

断 面 図 S=1:50

CL

2.00%
1.50%

CL

1.50%

φ200
CL

2.00% 2.00%

橋面防水工(シート系) A=214.59m
2

アスファルト舗装工 (t=5cm) A=214.59m
2

塗替塗装工(RC-3) A=71.3m
2

2020

橋　長　31060

桁　長　15500 20 桁　長　15500

250250 支間長　15000 250 支間長　15000 250

至 徳島 至 引田

至 徳島 至 引田

1級
河
川
 大

坂
谷
川

2020

橋　長　31060

桁　長　15500 20 桁　長　15500

250250 支間長　15000 250 支間長　15000 250

2
0
0
0
4
0
0

4
0
0

側
道

橋
 
2
8
0
0

BM 10 TP=10.080

橋台断面補修工　N=2箇所

高欄補修工　N=3箇所

橋台断面補修工

橋脚断面補修工

地覆断面補修工

排水管取替工

車
道

橋
 
8
3
0
0

7
5
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

2
0

2
0
0
0

歩
道

橋
 
2
4
0
0

高欄補修工　N=3箇所

排水管取替工

伸縮装置補修工

伸縮装置補修工 伸縮装置補修工

伸縮装置補修工
伸縮装置補修工

伸縮装置補修工
区画線工

区画線工

地覆断面補修工

 上流側  下流側 

400 7500 400

(車道橋) 8300

520 11@660=7260 520

6
0
0

1
5
0

1
5
0

400 2000

(歩道橋) 2400 20

1500 375150 375

2
0
0

7
0
0

400 400

(側道橋) 2800

2000

8
0
0

2
0
0

2
0
0

600 600500 500

7
2
0

8
0

600

添加水道管

1000 1000 1000 1000

1
0
0
0

7
5
0

7
5
0

1
0
0
0

1
0
0
0

高欄補修工　N=3箇所

地覆断面補修工地覆断面補修工

3000 7503000750

37503750



工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島引田線

板野郡板野町大寺 (大坂谷橋他)

地覆補修工詳細図

S=1:50

徳島県東部県土整備局＜徳島＞
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地覆補修工詳細図 S=1:50

<車道橋>

<車道橋>

大
坂
谷
川

支柱01 支柱02 支柱03 支柱04 支柱05 支柱06 支柱07 支柱08 支柱09 支柱10 支柱11 支柱12 支柱13 支柱14 支柱15 支柱16 支柱17 支柱18 支柱19 支柱20 支柱21 支柱22

支柱01 支柱02 支柱03 支柱04 支柱05 支柱06 支柱07 支柱08 支柱09 支柱10 支柱11 支柱12 支柱13 支柱14 支柱15 支柱16 支柱17 支柱18 支柱19 支柱20 支柱21 支柱22

平 面 図

250×30×30 200×50×50 200×50×50

 100×200×50

 200×200×50  200×200×50  100×200×50  100×200×50

250 250 250 250

250 250 250 250

A1 P1 A2

CLCL

φ200

地覆補修工断面図 S=1:20

(左官工法) (左官工法)

(左官工法)

(左官工法)

(注記)

1.はつり深さは、30～50mm程度を想定。ただし、うきや剥離部は全て除去すること。

2.鉄筋が見えた場合のはつり深さは、鉄筋の裏側が露出するまではつること。

  その際、露出した鉄筋は、ケレンを行い防錆材塗布を行うこと。

3.はつりの際は、主桁を損傷しないように注意すると供に、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

フェザーエッジを生じさせないこと ポリマーセメントモルタル
表面コテ仕上げ

下地処理：不陸調整ケレン後、防錆材塗布

断面修復工法要領図 S=1:5

(左官工法)

カ ッ タ ー 工

コンクリートはつり
鉄筋の露出

鉄筋のケレン・清掃

防  錆  材  塗  布

プ ラ イ マ ー 塗 布

断 　 面 　 修 　 復

施工手順

養 　 　 生
R2徳土　徳島引田線　板・大寺　橋面舗装工事

 1級
河
川
 

4
0
0

4
0
0

8
3
0
0

7
5
0
0

桁　長　15500 20 桁　長　1550020 20

橋　長　31060

 至 徳島  至 引田 

支間長　15000 250250250250 支間長　15000

地覆断面修復工(A) 地覆断面修復工(B) 地覆断面修復工(B)

地覆断面修復工　N=4箇所
地覆断面修復工　200×50　L=15.00m (除く排水管補修部)

地覆断面修復工　200×50　L=15.00m (除く排水管補修部)
地覆断面修復工　N=2箇所 地覆断面修復工　N=1箇所 地覆断面修復工　N=1箇所 地覆断面修復工　N=1箇所

排水管取替工 排水管取替工 排水管取替工 排水管取替工

排水管取替工 排水管取替工 排水管取替工 排水管取替工

3
7
5
0

3
7
5
0

65.0°65.0°

65.0°

車道 7500 地覆 400

2
0
0

6
0
0 4
8
0

2
0
0

1
2
0

6
8
0

車道橋 8300

床版部 200

50 120 30

50

添加水道管
車道 7500地覆 400

2
0
0

6
0
0

車道橋 8300

床版部200

50

20

 上流側 

地覆断面修復工 地覆断面修復工

地覆断面修復工(B)

地覆断面修復工(A)

側道橋 2400

 下流側 

補修範囲

は
つ

り
深

さ

カッター工 (深さ10mm程度)断面修復

はつり面プライマー塗布 既設鉄筋



工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島引田線

板野郡板野町大寺 (大坂谷橋他)

排水管補修工詳細図

S=1:50

徳島県東部県土整備局＜徳島＞
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排水管取替工詳細図 S=1:50

<車道橋>

<車道橋>

大
坂
谷
川

平 面 図

A2

250250250250

P1A1

250 250 250 250

(注記)

1.施工に際しては、現地確認・計測後製作を行うこと。

2.特記なき材質は、全てSUS304とする。

3.グレーチングは、SS400(溶融亜鉛メッキ)とする。

　亜鉛の付着量は JIS H 8641 2種 HDZ55 とする。但し、ボルト類は HDZ35 とする。

4.下流側地覆取壊し時、既設縦目地は残すこと。また、復旧に際しては、目地と地覆の接合部にプライマーを塗布すること。

5.地覆の復旧は、地覆補修工と同等に行うこと。

φ200

排水管取替工断面図 S=1:10

4-M10袋ナット(絶縁ワッシャー)

EPDM t=5.0mm

EPDM t=5.0mm

t=6.0mm

排水装置詳細図 S=1:10

平 面 図

B-B断面図

A-A断面図

BB

A

A

237237

グレーチング詳細

t=2.0mm

t=6.0mm

(絶縁のため)

(取り壊さないように注意)

R2徳土　徳島引田線　板・大寺　橋面舗装工事

 1
級
河
川
 

4
0
0

4
0
0

車
道

橋
　
8
3
0
0

車
　

道
　
7
5
0
0

桁　長　15500 20 桁　長　1550020 20

橋　長　31060

 至 徳島  至 引田 

支間長　15000 250250250250 支間長　15000

排水管取替工

排水管取替工

排水管取替工

排水管取替工

排水管取替工 排水管取替工 排水管取替工 排水管取替工

地覆取壊し復旧地覆取壊し復旧地覆取壊し復旧地覆取壊し復旧

地覆取壊し復旧 地覆取壊し復旧 地覆取壊し復旧 地覆取壊し復旧

400

添加水道管

20

1
5
0

1
5
0

 下流側  上流側 

床版部 7900

車道橋 8300

4-φ12孔 グレーチング固定

1
0
0

364 集水桝 237

2
0
7

50

185 29.5

1
8
5

2
9
.
5

41.550

91.5

2
0
7

FB t=4.5mm

FB t=4.5mm

339

9
0
0

ストッパー

2-φ20導水孔

36 201

36 201

集水桝 237

歩道橋 2400

400

3
0
0
程
度

3
0
0
程
度

200200

2-φ20導水孔

7500

364集水桝集水桝364

□100×50

排水桝

EPDM t=5.0mm

50

排水管取替工 排水管取替工

既設縦目地

90

90

5
0

5
0



工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島引田線

板野郡板野町大寺 (大坂谷橋他)

橋面防水工詳細図

S=1:100

徳島県東部県土整備局＜徳島＞
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橋面防水工詳細図 S=1:100

<車道橋>

<車道橋>

平 面 図

大
坂
谷
川

CLCL

A1

 L=13.42m  L=13.42m

 L=13.76m  L=13.47m

P1 A2

 L=0.70m

 L=0.55m L=0.50m

 L=0.60m

 L=0.55m

 L=0.80m  L=0.70m

 L=0.80m

(セロシールSS同等品以上) (セロシールSS同等品以上)

CL

2.00% 2.00%

　残置

　撤去

断 面 図 S=1:50

(現況)(補修後)

　t≧50mm

プレテンホロー桁

(シルバーメッシュ同等品以上)

(スプリングメッシュ ( S U S 3 0 4 ) )

　 t≧ 5 0 m m

防水工端部詳細図 S=1:5

プライマー

"a"部

5
0

100

5
0

100

舗装施工境界部要領図 S=1:5

二時施工一時施工

(セロシールSS同等品以上)

(注記)

1.防水層は重ね幅100mmを確保すること。

2.舗装打継ぎ面に成型目地材を設置すること。

(注記)

1.図中の寸法は、現地計測のうえ決定すること。

2.導水パイプは、適宜、勾配を付けて排水装置に導くこと。

3.舗装と防水層間には、タックコートを用いないこと。

4.既設調整コンクリート端は、無収縮モルタル等を使用してなだらかに処理すること。

防水層

端部目地処理

導水パイプ

(後打ちコン部)

防水工端部詳細図 S=1:5

"b"部

( シルバーメッシュ同等品以上)

( スプリングメッシュ ( S U S 3 0 4 ) )

　 t ≧ 5 0 m m

プレテンホロー桁 又は 調整コンクリート

シート系

シルバーメッシュ同等品以上

スプリングメッシュφ18mm (SUS304)

m
2

m
2

m

単位 数　　量 備　　考

214.59

9.04

59.27

名　　称 規格・寸法

橋面防水工数量

成型目地材 セロシールSS同等品以上 t=5mm m 28.66 分割施工時

R2徳土　徳島引田線　板・大寺　橋面舗装工事

4
0
0

4
0
0

8
3
0
0

7
5
0
0

桁　長　15500 20 桁　長　1550020 20

橋　長　31060

 
1級

河
川
 

 至 徳島  至 引田 

3
7
5
0

3
7
5
0

3
0
0
0

7
5
0

7
5
0

3
0
0
0

65.0°

65.0°

導水パイプ φ18mm

586 橋面防水工　14328 586586 橋面防水工　14328 586

導水パイプ φ18mm

導水パイプ φ18mm 導水パイプ φ18mm

排水装置 排水枡 排水装置 排水装置

排水装置
排水装置排水装置

排水装置

導水パイプ φ18mm

導水パイプ φ18mm導水パイプ φ18mm

導水パイプ φ18mm

導水パイプ φ18mm

導水パイプ φ18mm 導水パイプ φ18mm

導水パイプ φ18mm

"b"

827
5

827
5

 縦断勾配  縦断勾配 

成型目地材(t=5mm) L14.33m 成型目地材(t=5mm) L14.33m

3750 3750

400 7500 400

8300

7
5

5
0

5
0
1
5
0

5
0
1
5
0

520 11@660=7260 520

既設調整コンクリート

既設アスファルト舗装

"a"

6
0
0

3000 750750 3000

表層 密粒度アスコン(13)

シート系橋面防水工

地覆 400 車道 7500

防水層(シート防水)

端部目地処理

導水パイプ φ 1 8 m m

表層  密粒度アスコン( 1 3 )

1
5
0

5
0

 

100

プライマー

舗
装

厚

(重ね幅)

一時施工側

二時施工側

型枠

防水層(シート防水)

アスファルト舗装

舗
装

厚

(重ね幅)

一時施工側

二時施工側

防水層(シート防水)

アスファルト舗装成型目地材 t=5mm

50以内

伸縮装置 橋面防水工　14328

端部目地処理

導水パイプ  φ 1 8 m m　 ( 路肩部のみ)

表層 密粒度アスコン( 1 3 )

プライマー

5
0

 

100

50以内



店
　
舗

家

仕切弁

仕切弁

仕切弁

汚水

車
庫

小
屋

物
干
場

家

電柱

Co
As

アンテナ
徳島県大坂谷水位局

看板

看板

街灯
信号

仕切弁

標識

信号鋼管φ200

天9.48敷9.03

天9.61敷9.01

カーブミラー
標識

天9.32

敷8.93

敷8.84

天9.39

敷8.58天9.10

敷8.48天8.98

敷8.67天9.16

敷7.75天8.19

敷7.74天8.20

天8.19敷7.74

標識

エンビ管φ120

敷8.83

エンビ管φ75
敷8.34

Co

電柱

ヒューム管φ400

敷8.72

6.50

6.38

7.14

5.47

5.61 6.73

9.47

9.62

Co9.52

9.60

9.76

9.78

9.849.889.9710.03
9.929.81

9.72
9.96

10.18
10.19

10.15 (6.27)

(6.56) 10.09

10.04

6.18

10.07
10.05

(4.99)

4.68

5.94

6.29

6.18

6.17

8.21

9.62

9.04

8.97

9.41

9.50

9.67

10.04

8.83

8.65

10.05

9.98

8.97

水抜き

水抜き水抜き

水抜き 水抜き
水抜き

水抜き
水抜き

8.43

8.42

9.09

9.23

9.31

9.20

9.28

9.270

9.22

四国のみち
石柱

9.22

9.22

(8.85)

汚水

T:露口7L1
E:イタノ49

T:ミナミ(三)13S1

E:オオテラハマ7W11

M

M
信号

小

10 20 30 40

N 値

TP-10.000

-5.000

0.000

5.000

10.000

15.000

N

主要地方道 徳島引田線

根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク

36

29

44

26

42

9

14

10

6

19

8

15

A :シルト質細砂

B :有機質土

4.0

2.0

3.0

1.7

9.0

5

10

15

20

N=14

N=6

N=12

N=9

N=35

根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク

補修一般図
側 面 図 S=1:150

平 面 図 S=1:150

A1橋台 A2橋
台

P1橋
脚

構造名称

下部工名称

支承条件

下部構造形式

基礎構造形式

橋台

左岸側(A1)

FIX

逆T式橋台

鋼管杭

橋台

右岸側(A2)

MOV

逆T式橋台

鋼管杭鋼管杭

張出式橋脚

中央(P1)

橋脚

MOV FIX

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島引田線

板野郡板野町大寺 (大坂谷橋他)

補修一般図

S=1:150

徳島県東部県土整備局＜徳島＞
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<歩道橋>

<歩道橋>

P1橋
脚

Fix Mov Fix Mov
H.W.L. 8.412

A1橋台 A2橋
台

AsAsAs

既　設　橋　梁　設　計　諸　元

路線名

構造形式

設計自動車荷重

橋　長

桁　長

支間長

縦断勾配

横断勾配

斜　角

設計年度

適用示方書

主要地方道 徳島引田線

1等橋

31.060m

7.500m

2.0% 凸型勾配

θ=65°00′00″

プレテンション方式2径間単純ホロー桁橋

2@15.500m

2@15.000m

舗　装 アスファルト舗装

昭和47年(1972年)

道路橋示方書・同解説(昭和47年3月)

i=1.715%,1.600% 凸型勾配

有効幅員

自歩道橋

31.060m

2.000m

1.5% 凸型勾配

θ=65°00′00″

プレテンション方式2径間単純ダブルT桁橋

2@15.500m

2@15.000m

アスファルト舗装

不明 (昭和55年(1980年)竣工)

i=0.644% 片勾配

不明

自歩道橋

31.500m

2.000m

2.0% 片勾配

θ=65°00′00″

プレテンション方式2径間単純T桁橋

2@15.720m

2@15.120m

アスファルト舗装

不明 (平成2年(1990年)9月竣工)

道路橋示方書・同解説(昭和53年3月)

Level.

橋台ひびわれ補修工
橋台ひびわれ補修工

橋面防水工(塗膜系) A=58.18m
2

アスファルト舗装工 A=58.18m
2

床版ひびわれ及び断面補修工

橋面防水工(塗膜系) A=58.18m
2

アスファルト舗装工 A=58.18m
2

床版ひびわれ及び断面補修工

(注記)

1.地形図は、落橋防止システム設計業務時のデータをそのまま使用している。

2.H.W.L.は、落橋防止設計業務時の値で、自歩道橋のH.W.L.を基に設定している。

層

厚

深

度

シ
ル
ト
及
細
砂

粘

土

A

B

砂

礫

土

層

断 面 図 S=1:50

CL

2.00%
1.50%

CL

1.50%

φ200
CL

2.00% 2.00%

橋面防水工(塗膜系) A=58.18m
2

アスファルト舗装工 A=58.18m
2

T-3

KT-6

KT-3

KT-2

KT-1

KT-4

R2徳土　徳島引田線　板・大寺　橋面舗装工事

至 徳島 至 引田

至 徳島 至 引田

1級
河
川
 大

坂
谷
川

2020

橋　長　31500

桁　長　15720 20 桁　長　15720

300300 支間長　15120 300 支間長　15120 300

2
0
0
0
4
0
0

4
0
0

側
道

橋
　

2
8
0
0

20

300 300

桁　長　15720

支間長　15120

20

300

橋　長　31500

桁　長　15720

支間長　15120

20

300

車
道

橋
 
8
3
0
0

7
5
0
0

4
0
0

4
0
0

2
0

橋台断面補修工　N=1箇所

橋脚ひびわれ補修工
橋台断面補修工　N=1箇所

地覆ひびわれ補修工

断面補修工(横締め部)

断面補修工(横締め部)主桁断面補修工

主桁ひびわれ補修工

主桁ひびわれ及び断面補修工

地覆ひびわれ補修工 断面補修工(横締め部)

断面補修工(横締め部)

2
0
0
0
4
0
0

歩
道

橋
 
2
4
0
0

 上流側  下流側 

400 7500 400

(車道橋) 8300

520 11@660=7260 520

6
0
0

1
5
0

1
5
0

400 2000

(歩道橋) 2400 20

1500 375150 375

2
0
0

7
0
0

400 400

(側道橋) 2800

2000

8
0
0

2
0
0

2
0
0

600 600500 500

7
2
0

8
0

600

添加水道管

1000 1000 1000 1000

1
0
0
0

7
5
0

7
5
0

1
0
0
0

1
0
0
0

3000 7503000750

37503750

地覆ひびわれ補修工

断面補修工(横締め部)

主桁断面補修工

主桁ひびわれ補修工床版ひびわれ及び断面補修工

BM 10 TP=10.080



大
坂
谷
川

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島引田線

板野郡板野町大寺 (大坂谷橋他)

S=1:50

徳島県東部県土整備局＜徳島＞
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<歩道橋>

<歩道橋>

平 面 図

橋面防水工詳細図

橋面防水工詳細図 S=1:50

A1 P1 A2

CLCL

N=1箇所
N=1箇所

N=1箇所

 L=14.50m

 L=14.50m

 L=1.88m  L=1.88m

 L=1.88m

N=1箇所
N=1箇所

N=1箇所

 L=14.50m

 L=14.50m

 L=1.88m  L=1.88m

 L=1.88m

　 t ≧ 4 0 m m

( セロシール S S 同等品以上)

( スプリングメッシュ ( S U S 3 0 4 ) )

防水工端部詳細図 S=1:5

"a"部

防水層

成型目地材

導水パイプ

塗膜系

セロシールSS同等品以上 (t=5mm)

スプリングメッシュφ12mm (SUS304)

m
2

m

m

単位 数　　量 備　　考

58.18

70.19

69.28

名　　称 規格・寸法

橋面防水工数量

床版水抜き孔 SUS304 箇所 6.0

フレキシブルホース 外径φ20 (SUS316L) m 6.00 止め金具 2組/箇所

(注記)

1.図中の寸法は、現地計測のうえ決定すること。

2.舗装と防水層間には、タックコートを用いないこと。

3.導水パイプは、床版水抜き孔に導くこと。

4.床版水抜き孔は、設置に挿しては鉄筋探査を実施し、床版鉄筋を避けて設置すること。

5.フレキシブルホースは、桁下面又は、桁受け面より下側まで配置すること。

  配置に際しては、横桁や下部工に止め金具を設置すること。(主桁に設置しないこと。)

　t≧ 4 0 m m

防水工端部詳細図 S=1:5

"b"部

( セロシー ルS S同等品以上)

CL

断 面 図 S=1:20

G1 G2

2.00%

　t≧40mm

(桁下面又は、桁受け面より下側まで誘導)

(桁下面又は、桁受け面より下側まで誘導)

床版水抜き孔設置詳細図 S=1:4

R2徳土　徳島引田線　板・大寺　橋面舗装工事

 至 徳島  至 引田 

 
1級

河
川
 

20 桁　長　15720 20

橋　長　31500

桁　長　15720 20

300 支間長　15120 300 300 支間長　15120 300

2
4
0
0

2
0
0
0

4
0
0

2
0

車
道

橋
 
8
3
0
04
0
0

7
5
0
0

橋面防水工 15474 橋面防水工 15474

1
8
8
0 65.0°

65.0°

7000 7500

床版水抜き孔

床版水抜き孔

床版水抜き孔

導水パイプ φ12mm

導水パイプ φ12mm

導水パイプ φ12mm 導水パイプ φ12mm

導水パイプ φ12mm

7000 7500

床版水抜き孔

床版水抜き孔

床版水抜き孔

導水パイプ φ12mm

導水パイプ φ12mm

導水パイプ φ12mm 導水パイプ φ12mm

導水パイプ φ12mm

20
74

"b"

地覆 400 歩道 2000

4
0

2
0
0

表層  密粒度アスコン( 1 3 )

防水層(塗膜防水)

成型目地材　t = 5 m m

導水パイプ  φ 1 2 m m

表 層  密 粒度アスコン( 1 3 )

主
桁

及
び
床

版
5
0
～

7
8

伸縮装置 橋面防水工 15474

成型目地材　t = 5 m m

400

歩道橋 2400 20

400 7500

車道橋 8300

150

525 375

7
0
0

4
0
2
0
0

6
0
0

7
8

2000

1880

表層 密粒度アスコン(13)

塗膜系橋面防水工

既設アスファルト舗装撤去

床版 750

375 375

1500

T桁部 750T桁部 750

床版水抜き孔

フレキシブルホース　外径φ20 L=1.0m/箇所

"a"

φ90

削孔φ50

床
 
版

　
1
6
0

舗
 
装

4
0
程

度

エポキシ樹脂注入

スポンジテープ

防水層

導水パイプ接続

床版水抜き孔
フレキシブルホース　外径φ20 L=1.0m/箇所



店
　
舗

家

仕切弁

仕切弁

仕切弁

汚水

車
庫

小
屋

物
干
場

家

電柱

Co
As

アンテナ
徳島県大坂谷水位局

看板

看板

街灯
信号

仕切弁

標識

信号鋼管φ200

天9.48敷9.03

天9.61敷9.01

カーブミラー
標識

天9.32

敷8.93

敷8.84

天9.39

敷8.58天9.10

敷8.48天8.98

敷8.67天9.16

敷7.75天8.19

敷7.74天8.20

天8.19敷7.74

標識

エンビ管φ120

敷8.83

エンビ管φ75
敷8.34

Co

電柱

ヒューム管φ400

敷8.72

6.50

6.38

7.14

5.47

5.61 6.73

9.47

9.62

Co9.52

9.60

9.76

9.78

9.849.889.9710.03
9.929.81

9.72
9.96

10.18
10.19

10.15 (6.27)

(6.56) 10.09

10.04

6.18

10.07
10.05

(4.99)

4.68

5.94

6.29

6.18

6.17

8.21

9.62

9.04

8.97

9.41

9.50

9.67

10.04

8.83

8.65

10.05

9.98

8.97

水抜き

水抜き水抜き

水抜き 水抜き
水抜き

水抜き
水抜き

8.43

8.42

9.09

9.23

9.31

9.20

9.28

9.270

9.22

四国のみち
石柱

9.22

9.22

(8.85)

汚水

T:露口7L1
E:イタノ49

T:ミナミ(三)13S1

E:オオテラハマ7W11

M

M
信号

小

10 20 30 40

N 値

TP-10.000

-5.000

0.000

5.000

10.000

15.000

N

主要地方道 徳島引田線

根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク

36

29

44

26

42

9

14

10

6

19

8

15

A :シルト質細砂

B :有機質土

4.0

2.0

3.0

1.7

9.0

5

10

15

20

N=14

N=6

N=12

N=9

N=35

根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク

補修一般図
側 面 図 S=1:150

平 面 図 S=1:150

P1橋
脚

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島引田線

板野郡板野町大寺 (大坂谷橋他)

補修一般図

S=1:150

徳島県東部県土整備局＜徳島＞
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<側道橋>

As
AsAs

A1橋台 A2橋
台

P1橋
脚

Fix Mov Fix Mov
H.W.L. 8.412

<側道橋>

既　設　橋　梁　設　計　諸　元

路線名

構造形式

設計自動車荷重

橋　長

桁　長

支間長

縦断勾配

横断勾配

斜　角

設計年度

適用示方書

主要地方道 徳島引田線

1等橋

31.060m

7.500m

2.0% 凸型勾配

θ=65°00′00″

構造名称

下部工名称

支承条件

下部構造形式

基礎構造形式

橋台

左岸側(A1)

FIX

逆T式橋台

鋼管杭

橋台

右岸側(A2)

MOV

逆T式橋台

鋼管杭

プレテンション方式2径間単純ホロー桁橋

2@15.500m

2@15.000m

舗　装 アスファルト舗装

昭和47年(1972年)

道路橋示方書・同解説(昭和47年3月)

i=1.715%,1.600% 凸型勾配

鋼管杭

張出式橋脚

中央(P1)

橋脚

MOV FIX

有効幅員

自歩道橋

31.060m

2.000m

1.5% 凸型勾配

θ=65°00′00″

プレテンション方式2径間単純ダブルT桁橋

2@15.500m

2@15.000m

アスファルト舗装

不明 (昭和55年(1980年)竣工)

i=0.644% 片勾配

不明

自歩道橋

31.500m

2.000m

2.0% 片勾配

θ=65°00′00″

プレテンション方式2径間単純T桁橋

2@15.720m

2@15.120m

アスファルト舗装

不明 (平成2年(1990年)9月竣工)

道路橋示方書・同解説(昭和53年3月)

Level.

 L=2.207m  L=2.207m

 L=2.207m

ひびわれ補修工(横桁)

塗替塗装工(RC-3) A=64.0m2

橋面防水工(塗膜系) A=60.80m
2

アスファルト舗装工 A=60.40m2

塗替塗装工(RC-3) A=64.0m
2

橋面防水工(塗膜系) A=60.80m
2

アスファルト舗装工 A=60.40m
2

 N=1箇所

 N=1箇所

 L=2.207m  L=2.207m

 L=2.207m

A1橋台 A2橋
台

ひびわれ補修工(横桁)

(注記)

1.地形図は、落橋防止システム設計業務時のデータをそのまま使用している。

2.H.W.L.は、落橋防止設計業務時の値で、自歩道橋のH.W.L.を基に設定している。

層

厚

深

度

シ
ル
ト
及
細
砂

粘

土

A

B

砂
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<側道橋>

CL

<側道橋>

平 面 図

CL

伸縮装置補修工詳細図 S=1:50

(注記)

1.図中の寸法は、現地計測のうえ決定すること。

2.舗装の最小厚は40mmであるが、伸縮装置部は最小厚50mmとすること。

  その時、伸縮装置前後の1m程度の区間で擦付けを行うこと。
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単位

突合せ型ゴム製伸縮装置

名　　称

シール材

数量表

m埋設型伸縮装置

m

L

2.207

A1部数量 P1部数量

2.207

2.207

A2部数量

4.414

合 計

2.207

0.233 0.273 0.193 0.699

箱抜き工 m 2.207 2.207 4.414

規格・寸法

シリコン系

舗装厚内型

橋台天端部Co取壊し

CL

断 面 図 S=1:20

 橋台部：突合せ型ゴム製伸縮装置
 橋脚部：埋設型伸縮装置(舗装厚内型)

N=1箇所N=1箇所

埋設型伸縮装置図 S=1:5

(舗装厚内型)

As舗装As舗装

P1

As舗装

突合せ型ゴム製伸縮装置図 S=1:5

(カットオフジョイント同等品)

シール材充てん工 S=1:2

(地覆部)
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突合せ型ゴム製伸縮装置

橋台パラペット

樹脂モルタル (1:4)
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樹脂モルタル (1:5)
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<側道橋>

CL

<側道橋>

平 面 図

CL

A1 P1 A2

(既設位置と同じ)

(既設位置と同じ)

排水装置新設工

N=1箇
所

排水装置新設工N=1箇所

排水管補修工詳細図

排水管取替工詳細図 S=1:50

200 200

200200

CL

排水装置詳細図 S=1:10

t=2.0mm

t=2.0mm

排水管取替工断面図 S=1:10

1.500%1.500%

平 面 図

A-A断面図

A A

2-30×30×6

目皿詳細

(注記)

1.施工に際しては、現地確認・計測後製作を行うこと。

2.特記なき材質は、全てSUS304とする。

3.地覆取壊し時には、既設鉄筋を切断しないこと。

  また、既設鉄筋に当たる場合は、取替え排水管位置を調整すること。

4.地覆の復旧は、地覆補修工と同等に行うこと。

排水装置新設工排水装置新設工
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橋面防水工詳細図 S=1:50
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突合せゴムジョイント
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 L=14.59m L=0.73m  L=0.42m
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断 面 図 S=1:20

(現況)(補修後)

　t≧40mm

　撤去

　t≧4 0 m m

( セロシールS S 同等品以上 )

(スプリングメッシュ ( S U S 3 0 4 ) )

防水工端部詳細図 S=1:5

"a"部

(注記)

1.図中の寸法は、現地計測のうえ決定すること。

2.導水パイプは、適宜、勾配を付けて排水装置に導くこと。

3.舗装と防水層間には、タックコートを用いないこと。

4.橋脚部の伸縮装置は、橋面防水工を施工後に、施工すること。

  橋面防水工(塗膜防水)は、橋脚部の伸縮装置においては、10cm程度余分に施工すること。

防水層

成型目地材

導水パイプ

塗膜系

セロシールSS同等品以上 (t=5mm)

スプリングメッシュφ12mm (SUS304)

m2

m

m

単位 数　　量 備　　考

60.80

64.86

60.04

名　　称 規格・寸法

橋面防水工数量

　t≧ 4 0 m m

( セロシールS S 同等 品以上)

防水工端部詳細図 S=1:5

"b"部

(突合せ型伸縮装置)

　t≧ 4 0 m m

防水工端部詳細図 S=1:5

"c"部

(埋設型伸縮装置)
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表層 密粒度アスコン(13)
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表層  密粒度アスコン( 1 3 )

防水層(塗膜防水)

成型目地材　t = 5 m m

導水パイプ φ 1 2 m m

表層  密粒度アスコン( 1 3 )

防水層(塗膜防水)

成型目地材　t = 5 m m
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